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中
里
文
芸
三
月
投
稿

▽
俳
句

陽
春
に
友
の
便
り
は
我
が
余
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康
子

ひ
な
祭
り
父
母
温
か
き
贈
り
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
雪

は
だ
れ
雪
弥
生
始
め
を
く
る
わ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岳
城

嫁
ぐ
日
を
数
へ
て
春
を
待
た
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

彼
岸
来
て
母
の
顔
見
る
夢
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

春
立
ち
て
朝
毎
水
の
温
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

蕗
の
彗
あ
い
て
畜
舎
の
人
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

ど
こ
も
春
白
い
わ
た
し
の
坂
わ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

桃
と
咲
き
玉
の
命
を
授
か
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深

新
雪
の
鴉
ひ
と
つ
を
は
な
さ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢

春
の
夜
の
翔
べ
ぬ
想
ひ
を
古
時
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

林
間
の
色
濃
く
冬
眠
の
獣
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

落
日
の
古
里
が
あ
り
風
花
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊

女
だ
け
に
く
き
企
て
春
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥

杉
に
花
夢
の
あ
と
さ
き
砕
く
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼

山
男
山
の
息
吹
き
に
吾
に
還
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独

▽
短
歌

芋
粥
を
涙
に
食
み
し
幼
き
日

ギ炎

山子児子泉夫陽雪

　
　
今
減
反
を
豪
雪
地
に
負
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
志
江

を
肩
に
摘
み
来
し
ふ
き
の
と
う

　
　
　
ほ
の
か
に
春
の
夢
は
広
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
ノ
ブ

人
間
の
吐
息
の
如
き
節
つ
け
て

　
　
夜
更
け
の
暗
渠
に
水
落
つ
る
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

如
月
の
和
ら
か
き
日
に
ふ
く
ら
ま
さ
む

　
き
ま
り
し
場
所
に
布
団
ひ
ろ
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ケ
ン

目
覚
む
れ
ば
峡
の
瀬
音
か
晩
秋
の

リ
ズ
ム
と
な
り
て
ま
く
ら
辺
に
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
タ
カ

む
ら
ぎ
も
に
た
ぎ
る
怒
り
の
し
ず
ま
り

　
　
　
し
朝
を
春
雨
音
も
な
く
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
子

浬
般
天
本
の
法
要
静
か
に
お
さ
ま
り
て

　
　
団
子
ひ
ろ
い
は
声
は
り
あ
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
カ
ム
ラ

白
鳥
の
唄
に
別
れ
を
知
る
鴨
の

　
　
　
　
佗
し
さ
つ
の
る
茜
さ
す
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
は
し

子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

－
知
っ
て
い
ま
す
か
子
ど
も
の
通
学
路
1

　
学
校
は
、
い
ま
春
休
み
で
す
が
、
来

月
か
ら
は
新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。

新
入
学
児
童
も
「
交
通
戦
争
」
に
ま
き

こ
ま
れ
る
わ
け
で
す
が
、
現
在
、
都
会

は
も
ち
ろ
ん
農
山
村
で
も
、
も
は
や
安

全
地
帯
と
い
う
も
の
は
な
く
な
っ
た
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
、
交
通
事
故
に
よ
る
犠

牲
者
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

と
く
に
子
ど
も
の
交
通
事
故
は
毎
年
ふ

え
る
ば
か
り
で
す
。

そ
こ
で
お
母
さ
ん
が
た
に
お
願
い
し
た

い
の
で
す
。
こ
ん
ど
学
校
に
あ
が
る
お

子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
一
番
安
全
な

通
学
路
を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
。

　
こ
れ
は
別
に
、
新
し
い
通
路
を
探
す

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

要
す
る
に
、
ど
こ
を
ど
う
通
れ
ば
一
番

安
全
か
と
い
う
こ
と
で
、
お
子
さ
ん
の

学
校
ま
で
の
道
路
を
実
際
に
歩
い
て
み

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

昭
和
54
年
度
移
動
交
通
事
故

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　
交
通
事
故
被
害
者
救
済
等
の
た
め
、

移
動
交
通
事
故
相
談
所
を
次
の
と
お
り

開
設
い
た
し
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い

一
、
場
所
　
十
日
町
市
役
所

二
、
日
時
　
毎
月
第
一
月
曜
日

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
い
う
ち
に
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
落
代
表
の
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ょ
っ
て
事
業
計

地
域
の
連
帯
を
通
し
て
1
画
を
つ
く
り
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
の
連
帯
を
通
じ
て
明
る
い
家
庭
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
を
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

人
生
往
来

県
で
は
、
明
る

い
家
庭
づ
く
り
運

動
の
普
及
を
は
か

り
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
当
村
で
は
、
過
去
五
十
年
～
五
十
三

年
に
か
け
て
貝
野
、
田
沢
両
地
区
が
推

進
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
う
け
、
効
果

を
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、
五
十
四
～
五

十
五
年
に
か
け
て
倉
俣
地
区
が
推
進
モ

デ
ル
地
区
の
指
定
を
う
け
ま
し
た
。

明
る
い
家
庭
づ
く
り
運
動

　
　
　
　
　
倉
俣
地
区
が
推
進
モ
デ
ル
地
区
に

指
定
年
度

指
定
地
区

昭
和
五
〇
年

　
　
～
五
一
年

貝
野
地
区

　
　
　
　
宮
中
部
落

〃
五
二
年

　
～
五
三
年

田
沢
地
区

　
　
　
　
上
山
部
落

〃
五
四
年

　
～
五
五
年

倉
俣
地
区

　
　
　
　
八
ケ
部
落

桑佐廣小◎
原藤田林産
教暢由章声
子子理樹

樋
口
さ
よ
り

服
部
三
＋
鈴

小
山
明
子

小
林
洋
史

樋
口
和
也

吉
楽
栄
一

弘裕敏憲正進清正弘茂
一一和郎栄三一則二樹

東
田
沢
荒
屋
干
溝

角
　
間

通
り
山

田
　
沢
小
原

東
田
沢

朴
木
沢
宮
中

村
山
　
茂

◎
高
砂
瀟
翻

◎
昇
天

樋
口
健
治

太
嶋
　
マ
ッ

横
山
嘉
登
治

小
柳
清
一
郎

井
ノ
川
玄
吉

藤
ノ
木
セ
キ

山
田
　
ハ
ナ

健
　
一
　
東
田
沢

和
信
（
宝
）
高
道
山

正
子
（
毛
）
芋
川
新
田

（
八
。
）

（
芙
）

（
奎
）

（
一
三
）

（
茜
）

（
八
四
）

（
九
。
）

通
り
山

小田豊宮芋
出中里中沢

清
田
山
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私たちの村
人　口 7，277（＋12）

男 3，611（十7）

女 3，666（＋5）

世帯数 1，662（一2）

響縣
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ニ
マ
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一
皿
議
、
皿
…
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…般会計予算

▽
昭
和
五
十
四
年
度
の
村
づ
く
り
を
し
め
す
“
予
算
”
が
決
り
ま
し
た
△

　
▽
一
般
財
源
は
総
額
十
五
億
七
、
一
四
二
万
円
、
作
年
比
丁
四
％
の
増
△

　
　
▽
額
、
又
、
特
別
会
計
予
算
は
四
億
八
、
四
九
六
万
八
干
円
で
昨
年
比
三
△

　
　
　
▽
十
七
・
二
％
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
不
況
を
反
影
し
た
△

　
　
　
　
▽
苦
し
い
予
算
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
以
下
、
歳
入
・
歳
出
に
わ
た
っ
て
△

　
　
　
　
　
▽
そ
の
主
な
内
容
を
数
字
的
に
グ
ラ
フ
と
表
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
…
…
△

亀齢の多箪
一前年度当初比較1．4％の伸び一
　　　　15億7，142万円

昭和54年度

　　（単位干円）

農林水産業費387，090
（24．6％）

297，620
（18．9％）　　　　　　

（ll聯1民生費

（齢弱1教育費

土木費

醜場，惹務費

公債費

衛生費

46・960　消防費
（3．0％〉

1蹴）議会費

調耀）災害復旧費ほカ

村民1人当ケ）に使われるお金一215，943円

義
■父＼イカ

＼臼勺

扶助費
4．2％（4

108，980
（7．0％）

71，950

（4．6％）

性質別歳出割合
（）内は前鱗蠣投
　　　　　　資
　　　　　的普通建設
　　　　経　　事業費
　　　費　5臥113ノ刑35．1％
　　　　　（6L311ノ∫円39．6％

116，712
（7．4％）

一

薦、、鐵掘：翫、経軌

　　　　　　　　　　　　35境

総　額　　　　　　　、寵，曳

5億7，142
　　万円　4隔、

　
ラ

ー9

％
，
8

731，578
（46．6％）

鰯駄
　　　　65の

認贈味
　　　ゆレ魅

顧ぜ／

分担金及び負担金国，菱

　　　　　　　37，000
繰入金、繰越金（2．3％）

縢出雲　・欝
　　　　　　　　村f責　153・300
　　　　　　　　　　　（9．8％）

地方譲　付金衆き龍

村民1人当りが負担するお金一29，921円

37，7
　％

4L6）

村税

諸収入25，831（1．6％

　
　
　
　
　
％

自
主
財
源
　
’
2
↑

　
　
　
　
　
1
6

地方交付税

　
　
　
　
　
％

依
存
財
源
3

　
　
　
　
　
83

㎝

災害復旧

事業費

2．7％
（2．0）

多　
β
δ

　
　
y
－
・
ゆ

　
　
　
ケ
．

　　　　　’動簾認）’”

　　　　　鰭認％
　　　　　　　　　消費的繕費

　　国保事業317，093　辰業共済61，786
　　国保施設　29，305　歯科診療所39，696

　　簡易水道　26，283　養魚センター10，805

主なる建設的事業
区　分 、L　事　名　等 金　額

教　育
土倉分校増築」1事
村民グランド造成1事

11，97σ千円

23，000

農　地 団体営 i二地改良事業 158，569

道　路

村道改良　　　　6路線
村道舗装　　　　7路線
原材料費　　　1更），487

110，578

維持費、工箏うけおい

　　　　　　6，〔）00
原材料費　　　　6，350

12，350

橋 清津峡橋 46，920

雪
防雪対策消ハイ事業
消ハイ修理

15，150

河　川 山ノ極洲改修丁二事、原材料費 4，172

林　道 小出細戸線他1路線 29，850

造　林 村行造林委託、保育 36，950

ぐくく　宝
火　　口

復　旧

農業施設
林道施設
河川災害復旧費、原材料共

道路橋梁　　　　〃

19，786

6，783
4，808
7，083
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「
あ
な
た
の
年
金
払
が
復
活
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
例
納
付
」

　
現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金

の
特
例
納
付
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
に
当
然
加
人

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に

加
入
し
て
い
な
か
つ
た
り
、
保
険
料
を

長
い
こ
と
納
め
忘
れ
て
い
た
た
め
に
、

将
来
、
老
令
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
、

い
わ
ゆ
る
“
無
年
金
者
”
を
救
済
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
措
置
で
す
。

特
例
納
付
は
昭
和
五
十
三
年
七
月
一
日

か
ら
昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で

の
二
年
間
に
限
り
行
わ
れ
ま
す
。

保
険
料
額
は
一
か
月
に
つ
き
四
、
○
○

○
円
で
、
こ
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

の
で
き
る
人
は
、
明
治
四
十
四
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
「
出
然
加
入
者
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
次
に
該
当
す
る
人
は
特
例
納
付

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る

人
ま
た
は
任
意
加
人
で
き
た
期
闘
の
あ

る
人
。
た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
で
結
婚
前
に
「
当
然
加
入
期
間
」

が
あ
れ
ば
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
六
卜
五
歳
以
上
の
人
で
、
す
で
に

老
令
年
金
や
通
算
老
令
年
金
を
受
け
て

い
る
か
ま
た
は
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

場
合
。

　
と
こ
ろ
で
あ
な
た
の
年
金
払
は
大
丈

夫
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
機
会
に
い
ま

一
度
ご
自
分
の
納
人
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
下
さ
い
。

特
例
納
付
に
該
当
す
る
人
は
期
限
ま
で

に
必
ず
納
め
終
え
る
よ
う
に
い
た
し
ま

し
ょ
う
。
納
付
方
法
は
、
納
め
忘
れ
た

期
間
を
一
括
ま
と
め
て
納
付
し
て
も
よ

く
、で

き
ま
す
。
さ
あ
〃
“
あ
な
た
も
特
例
納

付
で
年
金
払
を
復
活
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
昭
和
五
十
四
年
度
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剣
嚇
噸
穣
縛
講
禰
塁
ー
鱗
叫
嶽
劉
M
司
敷
顔
講
」

奮
生
護
善
推
進
言
の
組
織
で
す
・
ぶ
し
ム
ム
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
・
㎜

ままをうず糸1
すた…（’納イr
U’括納め1
さ期ま付終言，
あ限と方えき
！ノ内め法る1
あなてはよそ
なら納’うノ
た分付納に1，
も割しめい其
特納　て　忘　た　同

例人もれし冒
納もよたまて

』敵乏

痛1￥＼

昭
和
四
卜
九
年
五
月
、
こ
ぶ
し
の
花

・
￥
・

Q

⑪

縫
r
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涯
ー
ー
講
誇
紅
齢
緯
巨
ー
ー
」

O
訓
練
科
…
縫
製
科
、
調
理
科
、
造
園
　
　
　
尚
、
休
日
救
急
医
に
つ
い
て
は
、
以

　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
毎
月
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O
募
集
定
員
…
各
科
卜
名
、
但
し
調
理
　
　
い
ざ
と
い
う
時
に
あ
わ
て
な
い
よ
う
、

　
　
　
　
　
　
科
は
後
期
も
あ
り
レ
名
　
　
参
考
に
し
て
ド
さ
い
。

○
訓
練
期
間
…
各
六
ケ
月

O
人
校
時
期
…
調
理
科
前
期
は
四
月
、

　
　
　
　
　
　
他
は
＋
月

◎
人
校
の
申
し
込
み
は

　
次
の
と
こ
ろ
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
①
分
水
町
役
場
内
、
農
業
委
員
会

　
②
公
共
職
業
安
定
所

　
四
月
の

　
　
休
日
救
急
医
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
昭
和
五
卜
四
年
四
月
の
休
H
救
急
医
は

は
ド
記
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

「
自
分
達
の
健
康
は
自
分
達
の
手
で
」
㎜

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
研
修
／
＼
の
一
年
㎜

か
ら
早
く
も
五
年
H
を
迎
え
よ
う
と
し
㎜

て
い
る
・
表
謡
と
し
て
は
蚕
村
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

に
お
け
る
成
人
病
♪
防
食
、
乳
幼
児
期
　

に
お
け
る
虫
歯
セ
防
に
と
食
生
活
に
関
㎜

す
る
あ
ら
ゆ
る
普
及
活
動
、
時
に
は
、
　

保
健
婦
や
栄
葉
の
協
馨
と
言
急

ご
、
　
　
　
　
　
　
　
㎜

カ
ら
又
、
あ
る
時
に
は
ス
キ
ム
ミ
ル
㎜

ク
の
斡
旋
、
強
化
米
使
用
状
況
調
査
を
㎜

行
う
な
ど
の
他
、
自
分
達
の
仲
酬
を
ふ
㎜

や
そ
う
と
地
区
の
組
織
づ
く
り
に
も
積
㎜

‘
　
　
　
　
o
　
　
㎜

農
業
者
転
職
訓
練
生
募
集

●
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は

次
の
三
つ
の
条
件
に
該
出
す
る
人
で
す
。

一
、
農
業
構
造
の
改
善
に
伴
い
、
農
業

　
以
外
の
産
業
へ
つ
こ
う
と
す
る
人
。

二
、
現
在
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
お

　
よ
び
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
印
込

　
み
を
し
、
ま
た
は
公
共
職
業
訓
練
施

　
設
（
簡
易
訓
練
施
設
を
含
む
）
に
人

　
校
申
込
み
を
す
る
前
一
年
以
内
に
農

　
業
に
従
事
し
て
い
た
人
。

．
』
、
日
雇
労
働
者
、
ハ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

　
等
他
に
安
定
し
た
職
業
に
つ
い
て
い

　
な
い
人
．

●
県
立
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校

　
塩
沢
織
物
協
同
組
合
（
塩
沢
町
）

○
訓
練
科
…
織
布
科

O
募
集
定
員
…
十
名

O
訓
練
期
閻
…
九
ケ
月

O
人
校
時
期
…
五
月

●
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校

　
当
訓
練
校
（
堀
之
内
町
）

O
訓
練
科
…
左
官
科
、
建
設
科

○
募
集
定
員
…
各
科
　
十
名

○
訓
練
期
閻
…
各
六
ケ
月

○
人
校
時
期
…
卜
月

●
南
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
六
日
町
》

四
月
一
日
㈹

山
口
医
院
　
袋
町
中

　
　
曾
二
⊥
二
七
四

q
i
又
ー
D

P
ヌ
ノ
［
G

至
誠
堂
医
院
西
浦
東

　
　
曾
二
上
二
二
七
六

四
月
玉
H
㈹

池
田
医
院
本
町
西
一

　
　
曾
二
－
二
五
八
一

四
H
三
日
㈹

卜
日
町
病
院
　
高
田
町

　
　
曾
七
－
五
五
六
六

四
月
究
日
㈹

富
田
医
院
　
神
明
町

　
　
魯
二
上
二
二
六
九

四
月
6
日
㈹

庭
野
医
院
　
神
明
町

　
　
魯
二
1
、
毛
三


